
 

 

                                 
2007 年 9月 14 日 

九州事業継続ブリッジ投資事業有限責任組合（愛称：九州ブリッジファンド） 

 第 1 号投資先企業 決定のお知らせ 

太陽電池モジュール製造、販売 

「YOCASOL 株式会社」に出資決定 

   

株式会社ドーガン・インベストメンツ(＊1)（略称：DI、本社：福岡県福岡市 代表取締役 森 大

介）は、管理運営を行う「九州ブリッジファンド」（以下、「当ファンド」）の第 1号投資先企

業として YOCASOL 株式会社への出資を決定致しました。詳細は下記のとおりです。 
(＊1)株式会社ドーガン・アドバイザーズが 100%出資するファンド運営子会社です。 

                 ◇ ◇ ◇ 

 

■第 1 号投資先企業/YOCASOL 株式会社について 

YOCASOL 株式会社（本社：福岡県大牟田市 代表取締役 西堀考雄（＊２）、以下「同社」）は、株

式会社 MSK（本社：東京都新宿区 代表取締役 笠原唯男、URL: http://www.msk.ne.jp/ja/、以

下「MSK 社」）の福岡工場（以下「同工場」）及び対象従業員を、事業譲渡により譲り受ける為に

本年 7月に設立したばかりの新会社です。（＊２）本年 10月中に、代表取締役社長に正式就任予定です。 

 

MSK 社は、1967 年創業の太陽電池モジュール専業メーカーです。結晶系から薄膜系まで、あらゆ

る太陽電池セル（太陽電池素子）をモジュール化（発電用パネル）する技術が特徴であり、その

生産技術は長年大手メーカーに対してOEM供給を行っていた実績からも高く評価されております。 

 

MSK 社は、本年 2月、太陽電池モジュールの生産拠点を中国に移管することに伴い、同工場閉鎖を

発表致しましたが、これに対して従業員は、同工場の存続を望み、EBO( Employee Buy-out; 従業

員による買収)による事業継続を目指すこととなりました。 

今回の譲渡対象となる同工場は、主にシリコン結晶系のセルをモジュール化する工程を受け持つ

工場(生産能力：最大 60 メガワット）として 2004年 9 月に操業を開始致しました。 

同工場の従業員は、MSK 社が長年培ってきた生産技術ノウハウを熟知しており、製品輸出先である

欧州からも大変高い評価を獲得してまいりました。 

       

今般、当ファンドは、同工場の現有設備、並びに対象従業員の有する高い技術力、ノウハウ

を引き継ぐことにより、事業の継続は十分可能と判断いたしました。また、新たな事業パー

トナーとして丸紅株式会社(後述)とコンソーシアムを組むことで、業界のトップメーカーと

しての地位を獲得出来るものと思量し、このたびの出資を決定致しました。 

 

今後、10月 10 日までに譲渡手続きを完了させ、速やかに工場の再操業を行います。将来的

には IPO を目標と掲げ、従業員と一丸となり同社事業の拡大発展を実現して参ります。 

 

PRESS RELEASE 



     

  ■本件投資の意義 

当ファンドは、主に九州地区の中小企業の事業継続を支援し、九州経済を活性化させようと、

独立行政法人中小企業基盤整備機構のほか、九州を代表する地域金融機関 5行（鹿児島銀行、

十八銀行、筑邦銀行、西日本シティ銀行、肥後銀行）［五十音順］の出資により設立された

地域特化型のバイアウトファンドです。 

 

本件の出資に際しては、上記のファンド出資者からも、同工場の事業継続を強力に推進する

ことが、雇用の確保・新たな創出を生み、引いては大牟田地区の経済活性化に強く資するも

のと高く評価、賛同していただきました。地域金融機関が出資するファンドが、従業員によ

る企業の一部買収（EBO）を手がける例は、この規模では、九州のみならず全国にもあまり例

がないと考えており、閉塞感の漂う地域経済を勇気づける絶好の実例になればと思います。 

 

 ■丸紅株式会社が事業パートナーとして参画 

   同社の立ち上げに際し、丸紅株式会社（略称：丸紅、本社：東京都千代田区 代表取締役社長 

勝俣宣夫、URL: http://www.marubeni.co.jp/）が出資を含めた事業パートナーとして参画するこ

ととなりました。今後、原材料の仕入れから、製品の販売まで、広範囲に渡る事業パートナー

として、互恵的関係を築いて参ります。 

 

■ 太陽電池業界について 

急速に普及が進む太陽電池は、化石燃料に代替するエネルギーとして注目を集めています。その

最大の特徴は、発電時に二酸化炭素を排出しないエネルギーであり、かつ半永久的に利用可能で

ある点です。 

 

「PV News」（米国の太陽電池産業専門誌）によれば、世界における太陽電池の生産量は 1995 年

には 78 メガワットでしたが、その後、年率 30%台から 40%の成長を続け、2006 年には約 2,520

メガワットまで増加しています。さらに、2010 年には 6,000 メガワットまで拡大し、市場規模は

2兆円に達すると予測されています。太陽電池の普及が進めば、二酸化炭素の排出による地球環

境の悪化に対するソリューションとして、大きな役割を果たすことが期待されています。 

 

【株式会社 MSK 会社概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社名 株式会社 MSK 

所在地 東京都新宿区西新宿 3丁目 6番 11 号 

代表者 代表取締役社長 笠原 唯男  

事業内容 

太陽電池の製造販売並びに輸出入業務 

太陽電池に関する企画・研究・開発業務 

太陽光発電設備の設置業務 

従業員数 105 名(2007 年 6 月末現在) 



【YOCASOL 株式会社 会社概要（2007 年 10 月予定）】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YOCASOL( ヨカソル) の社名は、九州の言葉で「良し」「素晴らしい」を指す「よか」と、スペイン語などで太陽を意味す

る「SOL 」にちなんだものです。最高品質の太陽電池製品を提供し九州から世界に向けて発展する、私たちのミッションと

気概を、言語に関係なく発音しやすく親しみやすい社名に込めました。また、私たちの原点、つまり前身会社による工場閉鎖

という状況から EBO により再出発した私たちの心の在り方―「すべて前向きに考える」「太陽電池に注ぐ情熱」―を、地元

九州の言葉で表しています。 

 

■「九州事業継続ブリッジ投資事業有限責任組合」概要 

 

 

 

 

会社名 YOCASOL 株式会社 

所在地 福岡県大牟田市四箇新町 1丁目 5番 

代表者 代表取締役会長 田嶋 教弘 代表取締役社長 西堀 考雄 

事業内容 太陽電池モジュール製造、販売 

株主 九州ブリッジファンド、丸紅株式会社、田嶋教弘、西堀考雄、従業員他 

従業員数 35 名 

備考 
【第一工場】＜福岡県大牟田市四箇新町 1丁目 5番＞ 

地積：17228.86 ㎡ 床面積：5080.39 ㎡ 

 
【第二工場】＜福岡県大牟田市四箇新町 1丁目 7番＞ 

地積： 3423.32 ㎡ 床面積：1049.76 ㎡ 

ファンド総額 48 億円 

ファンド形態 投資事業有限責任組合 

無限責任組合員 

有限責任組合員 

（五十音順） 

・株式会社 ドーガン・インベストメンツ http://www.dogan.jp/ 

・鹿児島銀行 http://www.kagin.co.jp/ 

・十八銀行 http://www.18bank.co.jp/ 

・筑邦銀行  http://www.chikugin.co.jp/ 

・中小企業基盤整備機構 http://www.smrj.go.jp 

・西日本シティ銀行  http://www.ncbank.co.jp/index.html 

・肥後銀行 http://www.higobank.co.jp/ 

投資対象 主な拠点が九州圏内（九州各県・山口県・沖縄県）にあり、優れた技術やノウハウを持

ちながら、後継者不在等により、事業継続が困難になっている中小企業 

主な投資形態 ・ 株式（普通株・優先株）・持分新株予約権 ・社債 ・新株予約権付社債  

・ その他の有価証券 ・金銭債権 ・匿名組合出資の持分 ・不動産投資の受益権 



【本件参考資料】 

○ 福岡工場（外観） 

 

 

○ 太陽電池モジュール 

 

    

  ・本件に関するお問い合わせ 

㈱ドーガン・インベストメンツ http://www.dogan.jp/ 

〒810-0041 福岡市中央区大名 2丁目 4-22 

TEL：092-739-2311（担当：渡辺） FAX：092-739-2317 E-mail：watanabe@dogan.jp 


